
学 生 各 位

（Cc：教員各位）

グローバル交流推進センター長

米国への派遣プロジェクトについて

標記のことについて、募集案内がありましたので、お知らせします。

なお、募集要項等は、以下のフォルダに保存してあります。

¥¥leo.okinawa-ct.ac.jp¥public¥事務¥グローバル交流推進センター¥募集案内¥2017¥2017 年 12 月
18日締切_沖縄高専〆切 12月 13日(本科生、専攻科生)(米国への派遣プロジェクト 期間：3月
14日-3月 21日 派遣先：ワシントン DC他)

※ 申込み等は下記までにお願いします。

・申込〆切 平成２９年１２月１３日（水）

・申込み先 学生課課長補佐

g-hosa@okinawa-ct.ac.jp
TEL 0980-55-4038



平成29年HJj9日

一般財団 法人　 日本国際協カ セン クー

ギ成29年度 「対日11解Ｗきタ流プログラム」カケハシ･プロジェクト(米国)
「アメリカで沖縄の未来を考える」(ＴＯＦＵ)プログラム

(高校生/大学生Ｍ遣)募集ＷJJa

Ｉ． Ｓ遣事業概Ｓ

ｓ概要

対日JI解促進交流プログラムは、 日本政府(外務省)が推進する事業であり、日 本とアジア大洋ﾘ4ヽ|、北米、
欧そI、中南米の各国･ｔ域との間で,せ夕1ヽ発信力を有し,将来を祖う人材を招へい･Ｍ遣するものです。

ロジェクト K/四ＵＡｍヱｄ は、 「が 日週1解Ｋま交流プログラム」のうち北米J吏域を対象と

した交流事業です.米DIS遣事・では1年回でおよそ370人規模の将来を担う人材(高校生･大学生･大学院
生等)を原則として ８日 間程度派遣します.･

Ｓ日的

カケハシ･プロジェクトは、 日本と米国との回で,対ﾀﾄをｲ肖力 を有し,かつ、将来を担う人材を派遣し,政治、
経済,杜会、文化、 ぼ史Ｒびﾀﾄﾀ政策等に関する対 日９解の促まを図るとともに親日派･加目８を発掘レ
また 、日 本の夕1ヽ交 姿勢や魅力等 について,本事業参加者から積極白4Jに発信しても らうことで対外発信を強化 し、
我が国の弗交基盤を拡充することを 目的としています。

その中で、rアメリカで沖縄の未来を考える」(ＴＯＦＵ: Think of Okinaｗａ's Ｆｕtｕrｅ ｉｎ tｈｅ Ｕ. S)プログラムは、
1411縄の将来を担う高校生･大学生を米国に派・し,関Ｒ者との意見交換やを種視察等を通じ,よりグローバル
な視点で 日米回ほをＲつめ 、その意義を米国 における様が な実体験に根差した形で再ほ識してもらうこ とで、
日米回盟の深化を第一の柱とする日 本の外交政策の基盤を強化することを目 的としています。

Ｓ派遺期間

平成30年3力14日(水)～3ﾒ121日(水)

※お遺国との調整によ り、 Ｍ遣期回が数 日前後するjT能せ がございます.また,フラ イト時間 により,前目 に移
動が発生するil能性があります。

※参加者の自 己都合によるキャンセルにより,個人の費ｍ負担が発生 した場合,Ｒ生 した費用 について は、

参加ぎ御自をに負祖いただきます。

Ｓ派遣対象国

米国(ワシントンＤＣ,ニューヨーク他を予定)

Ｓが象者･人数

皿　
派遣人数:合計20名(その 他２ちのﾘ|率者が回行予定)
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II.プロ グラム

Ｓプログラム内容

(1)オリェンテーション

(2)米国の日 本国大使館又は総領事館表敬訪問

(3)市内視察

(4)米国政府関係者、 シンクタンク関係者等との意見交換

(5)現地学生等との交流

束アジアの安を保障屎境,ある べき 日米安を保ほ体制の姿、米軍と社会との関Ｗ等について意見交換を
行うとともに、日 本の文化,ぼ史、ま域の魅力、伝統まお等についても発表する機台とする。

(6)ホームステイ

(7)ワークショップ、 報告会(jKｲすき及び(アクション･プランJの作ぼ･発表)

※別紙１ 「標 準日 程案」を御参 照くださ い。

・現ｔ事情によりプログラム内容は変ぞされる・Tｔ性があります。

ぞをてグループ行動となり、自Fね行動の時間は基本的にはございません。

※語学研修プログラムではございません。

ｉアクショッ･プラ ッとは,派遣 国で学び,経験 したことを元 に、 日本と派遣国とのネッ トワ ーク継続を日 ６とし

て作成する、 帰国後のほ動計両のことです。

・事前準備･プログラム中の活動･事後ｇＳ(各自実ii)

(1)事前準備(Ｒ航前)あ須

1)東アジアの安全保障環境や 日米安をほ障体Ｍ についての事前学習、 意見交換に向 けた準備
2)日本のＭ史、 文化,伝統ま能等についての事前学習、発表に自けた準備

(2)プログラム中のｇ動(滞在中)あ須

1)意え交換等に積極白りに参加し,議ぬに貢献

2)プログラム中の様子や日本の魅力を,英語を用いてブログ, SNS等でＲ信
3)米国での気付きを、毎 日「気ｲ才き」ノートにｒ載

4)アクション･プランの作成と報告会でのＲ表

（3）事後ｇ動（帰国後） 必須

1）アクショッ･プランの実ま及び実施報告書の提ｍ ‘（帰国後３かJjaFjiに実 施）

①高校,大学等での報告台を実施

②新聞やま報誌への寄稿

③貴市ぢ村を始めとする幹部への報告

2）プログラム直後アンケー トの提出 （感想文を含む.）

3）3かJj後アンケートの提ｍ（感め文を含む.）
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ｍ。 参加申しiSみ

�参加条件本事栗のき回を９解し,本事業へ参加できる高校を対象とします。

(1)Ｍ遣時に高校生、 大学生(年齢25歳以下)であるこ と。

(2)全額･一部にかかわらず、日 本政府の資をで実加iしている海夕1ヽ渡航プログラム参加経験がないこどl

(3)む身ともにＳ康であること※2

(4)目本国籍を有する者又は日本にぢ住し日 本の永住権を有する者白
(5)沖縄県ｍ身で貴市Ｒ村にぢ住する者又は貴市Ｆ村ｍ身で沖縄県FQに居住する者

(6)本事業の加旨･目的をミ解し,英語で行われる東アジアの安を縦障環境や目 米安をＲほ体Ｍに回する

意見交換に積極白4Jに参加し,議ぬに貢献する意欲を有すること

(7)出発前に積極的に肖該プログラムについて学び,事前ほＭに取り組み,また,帰国 後、 プログラムの成果

を生かしたほ動を行うこと.また,ブロ グやＳＮＳそで英語でそれらのほ動や目 本についての情報発信を

行うこと。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　t

(8)規律ある回体行動ができること, JICE規定のルール(自r4ﾖ行動ｆ・Ｉ、 Ｍｍ有等)に従うことができること

(9)派遣国で灸t外発信･意思疎iiができる程度Ｕ上の英語力を有すること

ｍ

【英語力 目安】大学生:ｘ検2級,ＴＯＥｌｃ５００ Ａ以上

高校生:'英検準2級,TOElc400点ひ上

(1o)r本プログラム参加における責任範囲jに同意すること

(11)「個 人情報加ｍ回意書」に回意すること

エントリーフ.
-

'1日本政府の資をで実施している海外渡航プログラムには様ヵな種類がありますが、ａまに一度でもそ
のようなプログラムに参加した経９のない学生が対象となります。

(日本政きの資をで実施している４弗渡航プログラムタリ:JASSO(日本学生支援機構)４夕卜回学支援

制度、トビタテ！ 留学 ＪＡＰＡＮ(官Ｒ協働海夕|ヽ留学支援制度)、内閣府(青年国際交流事業)等)

その他プログラムもありますので,応募書類のをｍ前に必ず御確認をお願いいたします。
j･　　　　　',li' 1rﾀ･i.1

゛2本プログラムは集団行動であり、また多ｔなプログラムスケジュールにも耐え祖る体力･精搾力が必要
となるため･,既往症又は慢性疾患,怪我の治療中や妊娠中等の場合は原則として参加は認められま
せん。　　　 ･%　　　I･　　　　　　 -ｹ゙ 　≒　　　　　　　　　　　　 .　　　　　　　　　　・

゛3永住者及び特Sﾘ永住者(日本JR住者)につ いては,エントリ ーフオームと一緒にぼ明ま(両ぼ)のコピ
ーを提出してください.外務省へ確ぼをれった後、 参加の-il否が決定いたします。

゛4語学力(英語力)のおﾐ回として,合格ぼ書･ほｔ縦E書(写し)を御提出いただきます.また,受験経験は
ないが既に英語力を有しており、日 常白りにまJ11している, ESSクラブに所χしている等の場合は,教
員等からの語学力に関する推薦書の添付も可といたします。

塁プロダヲム費11

(1)本事業負担:米国までの往復国際航き賃,プログラム中の食費･宿泊費･交を費,加行傷害保険料

(2)参加者負担:自宅からｍほ線出発き湊[ぶ日]･成ｍ を湊等を予定)までの往ま交Ｒ費,フライトゆ回 により

日本国内の国ほ線出や/Ｍ着さ湊ｲ才近で前泊/後ざ|がら ■となる場合の宿?白費,加券 申請

代を, EsTA(アメ リカ 電子渡航認ぼ)に係 る費ｍ(お14ドル)、を ぽ申請代を(Sﾘ途VlsＡ

等必がな果合),だ過荷4あ輸きれ(航空機)、ホ ームステイ先やぎ見交換のｷ目手方へのお上

産代,発表等に必要な資材等の費ｍ、 ホテル宿泊時にあ生する宿泊費ぶﾀﾄの個人的経費
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（イ ンタ ーネ ット （有料の場合）、 電話、ミ ニバー、 クリ ーニ ング等） 、私的な買いＳ

の費ｍ、 本事業で費用負担する加行傷害保険とはS11に参加者が任意で加入する保険料や

予防接種料等,参加 決定後の 自こ都合 によるキャンセルでぞ生する費只1,本事 業負担に含

まれない費ｍ

�串iAみ方法

応募書類は,Ａ４･両面印刷の上Ｅ入し,御を出ください。

必ず定期的に確認するメールアドレスを明記ください。

謳応募締IJり，

平成29年1212"7日（水） 必着

■ｌ!考結1111加

ﾀﾄ務省にて８遣学生を選抜し,派遺が決まった学生の氏ぶをを 自治体に巡絡いたします。

なお,御提出いただきました垢募き類は,或却いたしません。

※応募書類の内きについて,ぼ細をお電話にてお伺いするjき合 があります。

※合否判定にＢる個加のお問合せには,お答えできません。

（今 後の 予定）

平成29年12J127日（ 水）

平成30年1JI上旬

平成30年2J4中旬

応募締切り

書類審を実施,ぎぢな果ごま絡

参加者説明会実施
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IＶ.本プログラム参加における責任範囲

(1)各国の事情等やむを得ない事Fねにより,加程や宿泊先が変ぞされる４合があります。

(2)実施回体(JICE)は,派遺中,派遺団のせ康状Ｓや行動等が不適リJと判断した場合,プログラム参加を取

りｍし,帰国 を命ずる場合があります.参加 取ざjしによっ て生ずる費ｍ は、 肖該者に請求する場合がありま

す。

(3)参加者自 ａ都合による滞在期間の延長又はま中帰国はJ京則としておめませんが,それにより個人の費

ｍ負担が発生した４合や,第こ者(航き会社,ホテルＷ宿泊施ほ及びレストランを含む)のいかなる行動

やる央,参加考に対する損害及び所持あに対して, JICEは一ﾘJの責任を負いません。

(4)プログラムは,現丿台の在外ぬ館等と治安状況を確２･判ほの上実施いたしますが,参加者御 自身が安全

管ＲＳに回題ないと判ほし,本プログラムに参加していただくこととしておりますので,第一義白りには安を

管理の責任は参加者御 自身 にあると考えております.万が一事な等が起きてしまった４合,祖ｔへ学校

関５者･保護者を派遣する等のが応については,参加者の御家族や所Ｍ先の学校側にお願いいたしま

す(JICEで加入する４夕t加行保険には,救援者費ｍが含まれておりますが,が象となるかどうかは保険会

社の判肖iとなります.)。JICEは,現地日本国大使館等の在夕1ヽぬ館と協力し,各種手Ｅのお手伝い等,で

きるほりの後方支援をいたします。

(5)本プログラムヘ学生が参加されるに肖たり,授業を休む４合の扱いについては,所属先の学校に御相談

願います。

－
‘

１
『
Ｉ

・一般財回法人日本国際協カセンクー(JICE)とはＳ

一Ｒ財回法人日本ｍ際協カセンター(JlcE)は, 1977年のａｔｇ来,主に回Ｓ途上ｌを対象としたｍ際協力事業に関す！

ｉる業ａをむ･つてまいりました.!ｌをは回Ｒ・上ｍのみならず,我が国と諸外国との五L恵関係の加ﾋに資する事１を・じてヽｉ

づgn社会の発展に寄与することを目 的とした事業をtiつています．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ｌ

１　 主な事まは, ﾀﾄ務省を始めとする 中央さか,独が了敵ま人ｍｎ協力４構(JICA)、大学,地方 む共団体,ぬ益ま人,をｉ

レ業、国際機関夕1ヽ国ま府等のｍ際研まIE営,ｍ際交流,留や生受入支ま,通訳Ｍき、日 本語研ま,コンベンション･セミナー、１

１プｕジェクトまま.回９き育ま援事業です。　　 ７　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１

Ｉ　 ＪＩＣＥでは289名の事務スタッフに加え, 31言ｍに対ぶした1086名の専門スタッフが,これまでの経験･知見をヤ分にｇか：

１して,を事・の案件ぢま,調ま,Ｗ究,奥施Ｒびぽ価を行っています. JICEはF知をつなぐ.世界をつなぐ.未来をつなぐ.Ｊ　Ｊ

；をキャッチフレーズに, ･Cヽと言葉で「 日本のａ術･加ａ･経験 」をつなぎ, tttＷの人４ と、タEに学び台い,ａ解をＳめながら、

１さ 国の将来を祖う人材育成に Ｒり組んでいます。

５



参加者の皆様ヘ

個人情報のな扱いについて

(別紙)

2017年9 J1 28 日

一般財回法人日本国際協カセンター

個人情報保護管ミ1責むE者(事務J回5■)

１センターでは,個人情報の適切なａ扱いを期しています.皆様には.下記の事項をごjl解いただき.個人情報の提

供にご同意いただきますようお願い 串し上げます。

今回、l;1下の 業務を目 白り として,皆様 の個人情報を ・得 しています.それ ほ外の目がlで,皆様 の個 人情報をllJllする

ことはありません。　　　-、

（1）　 本事業にかかる参加調整

(２)

(３)

(４)

(５)

(６)

海外渡航,旅行手続き

各種資料の送付

緊急連絡

事業実施報告書や広報媒体(ホームページ,年報,広報誌等)への万真掲載

その他,当セ ンターが実施する国際il修ａ 営や留学生受入れ支援,国際 ・流。１文{ﾋ共生,開発 教育,コン
１　　　　 ｊ　　･-･-･･

ペンション･セミ ナー等の事業 に関する情報提供やご案内　　'

プロ グラムの効果Sり･FI滑な実・.ホームステイプロ グラムの際の適ぢyJなマッチング等のため 、■人情報の4ｺには、

職業,家族 構成(ごま 族の45前,続柄,年齢,性・ 、職業/学校45等)、事 業実施期 回中 に肖 セン ターまた は第Ｅ者が

撮影をさせていただく写真･映像も含まれます．

また．当センターがＫＡＫＥＨＡＳＨＩ Ｐr(ｊｅｃtプログラムをきfiする上で,下記の条f牛で皆様からお預かりした・人情報を

書面による手・,郵送,FAXまたはメールにて提供する場台があります、

提供する個人情報項目 提供 目的 提供先

(1) たＳ 、年齢,生年 ９日 、性別.電話

番号,メー ルア ドレス,学校も,語学

資格/経験,回体 ・動/国際 交流事

業/渡航 経験 、健康4犬態 、あ 募ミ

ｌ、自aPR,銀行口座

二，‥でご惣味Ljﾚ。

nn慧r昌昌に?ヽヅ
ゾ,.,。ｺ宋奈万がけ,。，

Ｒ遺 事業 実施運

営関 係機関(ﾀt務

省、 派遣 国日本

大使 館、ASEAN

事務JS等)、およ

.ぴ実 施ａ 営関係

"者,旅li会社,日1
1刷関ａ業者．参

加者間

(2)
事業実施期間 中に 肖センターまたは

第三 者が 撮影 をさ せて いた だく写

真･ａ像

:事業実施後に当センタ丁にて作成を行
う実施報告書や当センタＴ広報媒体(ホ

－ムページ． 年報J広報 誌等)、ﾀt務省

広報媒体への掲載`ぢきご'"''''－
か

肖センターヘの個人情報の提{!tは皆様の自EhなごやjliにむEされます.ただじ,個人情報の一部を提供していただか

ない場合は、ＫＡＫＥＨＡＳＨＩ Ｐｒcject プロ グラムにおいて追９な49j断ができないことがあります。 皆様には、肖 センターに

lｌｍして頂いたli人情報について. il・目a!lの・ﾀil,ｇ人情報の開示ﾐ訂iE.jl目のia加･・・,また・人情Ｓ自14;

の消まや手11m搾止,ａ{Jt停止 を求めるﾈIMがあ ります。 自ａ の・人情報の開示等の請求をぞiいた い場台は,下Ｅの

問合先ま でご連絡 ください。
4Q'ふ～。恥

個人情報相談窓口 －般財回ま人日本国際協カセンター 聡務部ll人情報相談Ｓ口

ＴＥＬ:03-6838-2702 / E-mail: ｐriｖａｃｙＳｃｅ.ｏrｇ

KＡＫＥＨＡＳＨＩ Ｐｒ(ｊｅｃtプログラムに閲するお問合せ先

一般財回法人 日本国際協カ センター 国際交流部青少年交流課

TEL:03-6838-2730　/ E-mail:jiGekakehaｓhiりｃｅ.ｏrｇ
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